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関連する箇所の内容 

仮説；推論の正確さ、推論構築に関わる文章の読む速度は、①ワーキングメモリの容量、

②既有知識へのアクセス効率 から予測可能である。 

自分の意見 

やっぱり、今までの学習、授業の問題点で、特に数学においては、なぜ、この手続きを使

うのかいった視点が欠けていた。手続きだけ見れば、学習者は説ける。 

しかし、問題は、どういうときに、なぜ、この手続きを使うのかといったことが理解され

ていないから、問題は難しくなる。それでは、もし学習者が手続きにおいてなぜを            

知っていなければ使えないのならば、私のやろうとしている道具によって行為をデザイン

することは意味がなくなる。Greene 先生の手続きだけを記述して困ったときに使用すると

いうタイプの本もおかしくなる。                                  

芋坂たちは、言語的ワーキングメモリにおいて、チャンクの生成時に、無関係語が削除さ

れてしまうことを指摘した。   

ここから示唆されるのは、スキーマ作りの際に、客観的に、正確に 必要な文を選択でき

ないと、重要な文章でも既有知識に無関係だとドロップしてしまう。                  

noyuri謹製 


